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選抜研修がもたらす保育者の変容と園内への学びの広がり一 
Training by Episode Recording and its Reflecting on Early Childhood Practice 
in On-site Meeting 
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本研究は, 幼稚園教諭と保育所保育士合同の交流研修において実施した選抜研修が保育者個人や園内の保育にもたらす
影響について解明するものである。 合同の交流研修を通して指導したラーニ ング ・ スト ーリ ーによる記録の採集は保育者
に, 子どもが熱中 ・ 挑戦する姿とそれを支援する保育者の関わり方を省察させ, 子どもへの共感的まなざしをもたらした。 
選抜研修で採取した保育記録に基づいた園内研修を通して, 幼稚園教諭のみならず, 保育所保育士たちは①保育者のかか
わり と子どもの活動の一連の流れ, その過程における成果をつぶさに採取することの必要性, ②保育者間の学び合いが子
ども理解の共有と保育の質を保証する保育者の成長を生み出す契機となることの認識, を園内に広げた。 
This paper clari fies the impact of selective workshops on nursery and k indergarten teachers and on-site meeting by way of 
join interactive training between k indergarten teachers and nursery teachers. 
Through said joint interactive training, we have examined the relationship between the chi ldren, who are eager to grow and 
to challenge themselves, and the nursery and kindergarten teachers who support them, and also collecting 
Learning Stories. The goal is a shared sense of the learning process with the children 
recordings of 
Through on-si te meeting based on episode records derived from selective workshops, not only kindergarten teachers but also 
nursery teachers were made more aware of: 1) the flow of the integrated nature of the relationship between nursery and kin- 
dergarten teachers and chi ldren and the need to di ligently derive results from this process, and 2) the fact that the mutua1 
learning between nursery and kindergarten teachers engenders opportunities for growth of nursery and kindergarten teachers as 
well as shared understanding of chi ldren and the quality of early chi ldhood education. Ultimately these concepts are also popu- 
1arized on-si te. 
キーワード: 園内研修 , ラーニ ング ・ スト ーリ ー, 保育の振り返り
Key words : on-site meeting, Learning Story, reflecting on early chi ldhood practice 
はじめに
子ども ・ 子育て新制度が平成27年度からスタート し, 
認定こども園が增加する中, 幼稚園教論, 保育所保育士, 
認定こども園保育教論が自らの保育を振り返り, 自己点
検 ・ 自己評価し, 園内研修の充実を図り, 子どもや保護




筆者が関わった兵庫県三木市では, 平成28年 4 月から
の認定子ども園開設に先立ち, 2 年間の交流研修会を重
ねてきた。 平成26年度は公立幼稚園 4 園及び民間保育園
3 園, 計 7 園の協力のもと, 公立 ・ 民間の幼稚園 ・ 保育
園の教育 ・ 保育内容について、 それぞれの良さを学び合
いながら, 相互の職場に対する共通理解を深め, 保育者
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と しての質を高めるために, 市内の幼稚園教論及び保育
士全員が一人 2 回の交流研修を受けた。 交流実施園7 園
は公開保育を8 ~ 9 回行い, 1 回につき14~ 20名の保育
者が参加し, 計57 回の研修を実施した。 公立幼稚園での
交流は, 保育士が集団遊びにおける幼児理解を深めるこ





察しよう と移動したり, 言葉を採取しよう と接近するこ
とで, 子どもが萎縮するといった事態を招く ことになっ
た。 そこで後半の交流ではこう した事態を回避するため, 
ラーニング ・ スト ーリーの 「学びの構え」 である①関心
を持つ, ②熱中する, ③挑戦する : 困難ややったことの
平成28年 4 月25 日受理
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ないことに立ち向かう, ④考えや感情を表現しよう とす
る, ⑤自ら責任を担う, という5 つの視点を定め, まず
保育者がどのよう な子どもの姿に注目したのかを明確化





学年の観察 ・ 参加ではないことから, 保育に生かしにく
いといった感想がでてきた。 また, 交流実施園では, 研
修会実施による子どもや職員の負担が問題となった。 そ
こで平成27年度では, 公立幼稚園 ・ 公立保育所10園及び
民間保育園10園, 計20園の協力により, 幼保 ・ 公民の枠
を超えて, 保育者がより良い教育 ・ 保育を主体的に学ぼ
う とする意識を高める研修に移行させることと した。 特
に, 前年度との違いは選抜研修を実施したことである。 
20園の内 4 園で実施した選抜研修では, 内面の読み取り
へと移行させ, 幼保の枠を超えた子どもの育ち ・ 学びを
共有する機会となることを目指した。 そこで, 各園から
2 名の保育者が参加し, 採取した保育記録をもとに園内
研修を実施し, 市の就学前教育 ・ 保育課に報告書の提出
を義務づけた。 特に, 報告書では保育者による子どもの
育ち ・ 学びの共有を契機に, 園内の保育者間の子ども観
や保育観への振り返り をねらいと し, ①学んだこと, ②
感想, ③今後の教育 ・ 保育に活かす方法, という3 点か
らまとめてもらった。
園内研修の義務化は, 佐伯が指摘するように 「同じ実
践でも, 見る観点が違う と, まるで 『別の話』 になるも
のである。 ここでいう 『見る観点』 というのは, 見る人
の価値観 (「大切だと思っていること」) や, 視野の大き
さ (『鳥瞰図的視野』 か 『顕微鏡的視野』 か) , 背景知識
(当該の事象に関わる過去の歴史や他のこ ととの関連性

















修に参加した公立幼稚園のS教論とU教論 2 人の 2 年間
の記録から, 保育者の個々人の変容と園内研修における
学びの広がり を順に明らかにしたい。 






ている。 乳児保育に参加して教師は改めて4 , 5 歳児と
は異なる子どもと保育者の関わり を認識し, 身を委ね安
心して抱かれる乳児の姿に目を留める。 それゆえ, かか
わりがみられた場面と して, 「0 歳児でまだ小さいので
友達とのかかわりは少ない。 だっこ して~ と泣いて訴え, 
抱かれると安心して泣き止む」 と記しているだけである。
後半においては 「保育士の言葉かけ」 と題して, 保育








「リズムあそびでは, 『0 0 ちゃん, 元気に足があがっ
てるね』 などの他, 友達のしているのを見ていた子に, 
『0 0 ちゃん, お友達のいいところ上手に見つけられた
ね』 や, ち よつと苦手な子には, 『前より も タイ ミ ング
があってきたよ』 など, いろいろな場面で認めの言葉が
入り, それがとても嬉しそうで, 次の意欲に素がってい
た。 友達のいいとこ ろを見つけられるよう になり, 次に
友達同士の繋がりが深く なっていく よう な言葉かけを見
せていただいた」。
U教論は前半の印象に残った場面と して, 「1 , 2 歳
では一人一人の発達段階に応じて服を脱ぐときに手伝う
ところと出来るよう に見守るところとに配慮がなされて




代わり ながら自然についておられる」 と, 保育士の着替
えに対する年齢段階別の配慮に日を留めている。 また, 
かかわりが見られた場面と して, 「先生同士の連携が行
き届いている」 と感想を述べている。 後半の記録では, 
おやつの前に着替えた2 歳児 A児の様子が綴られている。 
「スカートの下にはいたズボンが気になり, 自分でま く
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と している。 これは初年度の幼稚園教論の傾向と して
やむを得ないのではないだろうか。 しかし2 年目の S教
論は記録において, 同じ3 歳児でもその子の行動の背景
を探ろう と し, 誰にも触らせよう と しないウサギのお弁
当箱に思いを巡ら している。 幼保の教育 ・ 保育の違いよ
り も, 目の前の子ども理解に焦点が向く ようになった。 
題名 : 大事なオレンジとレモン( 3 歳児 )
自由遊びが始まり, 両手にオレンジとレモンを握っ
ているS児。 とても大事にオレンジと レモンを持って
いる。 流しのところでは 「洗ってく ださい」 と友達に
声をかける。 コ ップの中に入れたらちよう ど大き さが
同じでなかなか抜けなく なる。 やっと抜けたら小さな
レモンを入れる。 次はもう少し小さなコ ップに, 今度
はお皿に ・ ・ ・ ・ 最後はウサギのお弁当に入れる。
違うお弁当箱にパンを入れて 「ハイどう ぞ」 と友達
に。 ウサギのお弁当箱は絶対に渡さない。 時,々 お弁
当箱を振って音を出し入っているのを確かめる。 ちよつ
と脇に置いて遊んでいるときに, 女の子が触ろう と し




箱は脇に扶んだままである。 保育者が 「0 0先生にわ
たしとこ」 と声を掛け, 先生に渡して安心して製作に
取り掛かった。 0 0先生も大事に預かり, 置いている。 





題名 : どうやったら入るやろう ・ ・ ・ ( 3 歳児 )
ひまわりの種の製作。 選んだ紙を早速切り始める。 
先生は扇風機が回っているから, 切った紙を箱に入れ
るよう説明される。 A児は 1 回切ったときに左手に近
い方から切り始めたので長い方の紙が落ちてしまう。 





下にして切ろう と したり している。 上を少し残して逆
から切る方法を何度も繰り返している。 う まく切れた
ときも表情は変わらず, 集中して取り組んでいる。 先
生は切り方を見て, 「ここ も ってごらん」 「はさみおっ
き く広げてごらん」 などと何度かかかわる。 下から切
り始めて, 残った上の方を上から切ったとき, 初めて
箱に直接入った。 声は出さなかったが, “入ったJ) ”
という満足気な表情をした。
切り方は危なっかしく, 年齢に応じて安全に遊べる






情の変化も交えながら細かく読み取ろう と している。 こ
う した変化への着眼は, 2 年目のA児 ・ B児のはさみを
使いこなす力や独創性の違いを捉える基盤となっている。
S教論, U教論とも, 2年日のラーニング・ ストーリー
による記録の採集によって, 子どもが熱中 ・ 挑戦する姿
とそれを支援する保育者の関わり をより詳細に省察する
ことができるよう になった。







の解釈, ③トラブルの原因把握と援助, ④観察方法, と
いう4 つに分類された。 U教論が記録の説明において, 
観察していたB児が製作場面から自由遊びのままごとに





ことは, 表 1 の研修で学んだことの①から④すべての項
目における記述内容に反映されている。 






続いて, 2 人目のU教論の記録も見ておこう。 この記

















, 物がそこにあるという だけで安心し 















いける。 r :子どもの解釈 して切った紙を入れたいB児が, 張って切ろう と熱中して取り組ん るととらえたB児の製作の姿がそ , 実は違っていたのではないかと 提え方があるという こと を必要とするB児がA児の真似を 種作り製作を何度も頑i長つた。 そ ト ラブルの原因ではないか。 ハサ のでは? J ん だ 、' と 
因把握と援助 
観察方法
















考え合う こ とにあると言う5)。 この指摘とも受け取れる
感想が表 2 の 「保育者の支援」 の中にある。 










で, B児の気持ちも変わったかも しれない。」 「はさみの
使い方について, 個別に丁寧に対応することで, B児が
牛乳パックに入れたい思いが, 『なかなか入れられなし
?、 ??・ ・ ではなく, パックに入れることにも集中できた
、- . l ? 」
?







-i・ 1 _、 目 , ,一、 f
0 関心, 熱中, 挑戦している姿にポイ ント を絞って観 
察した製作活動についての報告を聞かせて買いまし 
た。 実際研修に行って勉強するのは勿論ですが, 報 
告を受ける中で自分も考えることができました。 
0自分自身が関わっていると一歩引いた日で見えなかつ 
たりするので, 周りの人に見てもらう こ とも大事だ 
と思った。 
0 2 人の職員が責任を持って研修に参加し, 真剣に報 































-; ' し、 ・国 信しているサイ ンを観察してもらったり, 
とによって見つけられる事により, 子ど 

































、 で子ども達の姿のと らえ: 
J間で課題を話し合えるポ
題を考えていく 上で, や i 
・ しっかり決めて) が大切 一 













f をよく 観察し, ト ラ 
)活動や様子にも注目し' 
開内研修でl ブルの際はそこに ( みる。 
0保育者中心ではなく, 常に子ども発の思いや姿を大 
切にとらえていく。 












0 ト ラブルが起こった時は, その場だけでの捉え方で
なく 前後をしっかり見ていく。 
0 子どもたちに任せるところは任す。 どこで ト ラブル
の原因になったのか, その場で判断しないよう 気を 
つける。 
教育の質 返ったり, 周りの人に意見を聞いてみたり して,
・の保育している姿を見直してみる。 
から保育のあらゆる場面で素早く 幼児の心に添 
応ができるように, 教育の質を高めたい。 つメ 




のよう に活かそう と考えているのだろう か。 表3 は園の
教育に活かす方法に対する回答である。 幼稚園教諭は研
修によって, 「観察の視点」, 「記録の採り方」, 「子ども
理解」, 「ト ラブルのとらえ方」, 「個別対応のあり方」 を


























う なこ と を学んだのか, 初年度
の記録から明らかにしておきたい。 
(1 ) 選抜研修におけるY ・ Z保育士個々人の変容
先のS ・ U教論と共に公立保育所で選抜研修に参加し
















































達 2 人とかかわっていたが, 会話は先生と していること
が多い。 先生の声かけにより, キャタ ピラをしている友
達のところへ行った2 人を追いA児もキヤタピラヘ。 キャ
タピラを自分が先頭で動かしたいようで背中合わせにな
る場面がよ く あった。 一緒にしていた子が別のキャタ ピ
ラへ行き一人になる。 別の子がA児のキャタ ピラに入っ
てく るが, また同 じよう に一人に。 キャタ ピラを止め, 
綱引きの綱を出そう とするが途中で請めてしまう。 他の
子が綱を出し誘ってく れるが輪に入るまでに時間がかか
り, 最終の綱引きでやっと加われた。」 いう よう に, A 
児の動きを詳細に通りながら, 表現が苦手だと判断した
根拠を明らかにしていく。
後半の記録において, Y保育士は 5 歳児のひよう たん
鬼の様子を熱中と表現の観点から次のように記している。 
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歩いてみたり, 中の子も楽しんでいた。 ある時、 男児
2 人が鬼になり, ジャンプしたり、 飛びついたり して
友達を捕まえ始めた。 子どもたちも楽しんでいたが友
達同士がぶつかり, 教師が 「あぶないね。 ひよう たん
鬼つて飛びついて捕まえる鬼ごっこなの? 」 と問いか
けた。 「違う」 と口々に子どもたちは言ったが, 「誰も
おかしいと言わないよ? どっち?」 ともう一度相談
するように促した。 すると、 少し話し合い結果 “飛び
ついて捕まえる” こととなった。 教師は 「と ってもあ
ぶないよ。 怪我をしないよう に遊ぶのは難しいよ。 よ
く考えてね」 と言って遊びが再開。 その後も危ない場
保育記録による園内研修と保育への振り返り
橋面が何度かあり, その度、 教師が 「怖いつ! 」 「危な
い ! 」 と声かけしていく う ちに, だんだん遊びが落ち
着いていき, どうすれば安全に友達にタ ッチできるか
を考え始めた。 教師の助言もあり、 「はさみう ちはど
うかな?」 という意見が出て、 次に 「どうやってはさ
みう ちにしようかな? 」 とみんなで考え、 子どもたち
がいろいろ発言して 「こう しよう! 」 と決まり、 それ
を実践している姿が生まれてきた。 


























題名 : 4 歳児だけで大丈夫? ( 4 歳児)
“おおかみさん 今何時” という遊びが4 , 5 歳児
少人数で始まった。 楽しそう な様子を見て, 次々と
「入れて! 」 と友達が増えてきた。 オニだった年長児
にタ ッチされた4 歳児。 それを見ていて同じ4 歳児の
子がそばへ駆け寄り, 「4 歳児だけで大丈夫? 」 と尋
ねた。 オニになった女児は少し考え, 「う ん, 大丈夫」
と返し, お兄ちゃん ・ お姉ちゃんのマネをしてオニ役
を上手にすることができた。
その後, 「大丈夫? 」 と声をかけた女児がオニとな
り, 「1 人じやできない! 」 と皆に言ったが遊びが始
まってしまった。 しかし, 自分で 「今何時?」 のかけ
声に, 少し自信がなさそうに見えたが 「0時」 と答え, 
一人で言う ことができた。 次第に, その子どもの表情
が柔らかく なった。 「お昼! 」 と大声で言い, タ ッチ
もできて 「できたやん! ! 」 と先生にも認めてもらい, 
嬉しそうにしていた。 








いる姿をすかさず 『0 0 ちゃ
?
,


















表 4 にまとめておく 。 
題名 : 私は料理人 ( 3 歳児) 




け, く っつけては切ること を繰り返している。 ある程
度切ること を楽しんだ後は, お鍋を出してきて, 切っ
たものを入れて炒め始めた。 すごく慣れた様子で作っ
ていた。 炒め終わったら, 皿に盛りつける。 そして最
後は皿洗いと, 一連の作業が流れ通りになっていて, 
お母さんのやるこ と をよ く 見ていてすごいと思った。 
またその間, 一言も発せず, 黙々と取り組んでいる姿
を見て, 本当にままごとが好きなんだとなあと思った。 




子が多い。 例えば, 「ここは違うで! 」 「そこにのぼっ
たらあかんで! 」 等, おもちやの取り合いになっても, 
子ども同士言いたいことを言い合って解決したり, 保
育士に言いに行って解決している様子もあった。 保育
士が仲裁に入ることにより, 1 つ 1 つ解決して行きな















いる姿がしっかり と観察されているが, “何を感じて, 
何を思って子どもは遊んでいるのだろう” などの記録が
あればもっと良かったかなと思う。」 という指摘がある。 








う に1 つ 1 つ解決していく のか, その
したがって, 研修を通して学んだこと





















録をまとめ, 他者が読んでもイ メ ージしやすいものにす









( l 保育園) 





で, : 、理 
f もの心の 0 子ども一人をよく 観ると今まで気づかなかったこと などが見えてく る。 
0子どもの遊んでいる姿がしっかり と観察されている 











りにく く 園内研修を進めにく かった。 
0研修の目的や意図をより明確にし, 詳しい説明があ 














, そういう ところ 
、う o 








:性 めて学ぶことが出来ま 修に取り入れていきた みを取り入れて, 記録を う o ;f , 各園で研修を行い, した上で記録を採り, 話 す く書き方についても学 






















士と共有, 共感し合う ことがで 
' ( _、ノu人 J八 ハ
有
保育士たちは研修を通して, 記録をわかりやすく する
には 「その出来事のあらましが日に浮かぶよう に描く こ
と」 「保育士との関わり を書く こと」 「簡潔に書きつつ詳
しく内容が伝わる文章であること」 が重要だと感じ取っ
ている。 






























は 「赤ちゃん」 と題して, 3歳児 3名のかかわり をA児
を中心に描いている。 Z保育士はA児が何枚もハンカチ
題目 : 赤ちやん ( 3 歳児)
ぬいぐるみを2 体, 座布団に寝かせ, 大切そうにハ
ンカチを掛け布団に見たてながら10枚程かけて遊んで
いたA児。 ハンカチを掛け終わると, 急に立ち上がり, 
ぬいぐるみ2 体を布団ごと持ち上げて, 後ろで遊んで
いたB児とC児のいるおままごとの机に向かって歩い
て行った。 A児は 「 ドンツ」 とぬいぐるみを机の上に
置いた。 B児とC児は 「自分たちの場所を取られた」
と思って怒るのかな? と私は様子を見ていた。 B児と
C児は布団に寝ているぬいぐるみを 「赤ちやん? 」 と
尋ねた。 A児は嬉しそうに微笑んだ。 B児とC児はA 
児の顔を見て, “赤ちゃん” と分かったようで, B児
が 「赤ちやんにご飯あげなあかんなあ」 と食べ物を傍
らに置いた。 その後, A児がぬいぐるみを寝かせるよ
う に体をト ント ンし始めると, B児も同じよう にト ン
ト ンを始めた。 「力強くロ[]いているなあ」 と気になっ
て見ていた。 ト ント ンする2 人を見ていたC児が 「赤
ちゃん, 泣いてまうやん! ! 」 と強さに気づき, 声を
かけた。 そこで, A児とB児は 「ハツ」 と気づいたよ
う な表情になり, 2 人してト ント ンする手を緩めた。














































た記録を指標に基づいて整理する こ とで, その場に居な
った保育士もその場面や子どもの姿が分かりやすいと















0記録は 5 つの視点に絞ると採りやすく, 聞き手もイ








0 5 つの視点に絞って, 子どもたちの関わりや遊びの
様子を見ることで, 子どもたちが何に興味 ・ 関心を
持つていたのか, 何に熱心に取り組んでいたのかが
見えやすく なってく る。
0保育記録の 4 つの指標を合同研修で耳から聞く より
も, 実際の記録から討議して読み取っていく ことで,
具体的でより分かりやすく記録の採り方が学べた。 

































0 4 つの指標をもとに記録を採ることで, その時の情
























0 他者が情景をイ メ ージしやすく, また子どもの思い 
が見えてく るかなど, 記録の書き方や記録を採る上 
で必要なことが分かったよう な気がする。 
0 記録を読みながら, ある一文に対して疑問に思った 
りする部分があったので, その部分自体も書く必要 
があるのだと思いました。 
0 第三者が読んでも子どもの姿や背景のイ メ ージが浮 
かぶよう な記録を書く には日頃から意識して書かな 
いといけないと感じました。 
0幼児の外面的行動と保育者の心に映った幼児の心の 
状態を見分けるのが難しかったです。 「満足そう に 






が出るという こ とは, 私たちが普段関わっている子 
どもとなるともっと多くの意見が出るのだろう と思つ 
た。 とても良い話し合いができたと思うので, 今後 
も職員全員で話し合う場を設け, 子どもたちのため 
になる保育に繁げたい。 
0 初めての園内研修で自分が思ったこ と疑問に思った 
ことの他に, 先生方の意見を聞く こ とでそういう こ 
とだったのだ, そう いう視点もあるんだなと学ぶこ 
とが出来た。 













の共通理解 富しっ かり観察するこ とで, その子 一人ひとりの課題が見えてく る。 複数担任も多いの で, それぞれの先生の捉え方を共通理解し, 同じ方 向性で子どもたちの成長を支援していきたい。 0 複数担任であるため保育者同士の共通理解が必要で あるが, 子どものイ メ ージを大切にし, あそびを広 げていく。 0園内で話し合うことで, 自分では気づけなかった子 どもの思いに気づく ことが出来, 援助の幅が拡がる よう に感じた。 0記録を採ることで, 他者に具体的に伝えることが出 来て, 保育者の考えや感じたことも記録することで, 他者との話し合いも深まり, より子どもの共通理解 に活かせ, 保育の質も高まるのではないかと思いま した。 
0保育者同士でも意見交換しながら, 保育を進めて行 


































思いま した。 記録で子どもの課題 また保育者の援助 ・ 
言葉のかけ方はどう だったかなど, 多く のことが見えて












いる。 そして, ③の 「保育への省察」 はそのまま 「保育







































1 ) 「保育者のための自己評価チェ ックリスト」 編集委
員会, 『保育者のための自己評価チェ ックリスト: 保
育者の専門性の向上と園内研修の充実のために』 萌文
書林, 2015年。
2 ) Carr, M. Assessmont In Ear ly Chzldhood Sett1ngs・
Learmng Stories, SAGE Publications, 2001, pp 22-25. 
マーガレット ・ カー著, 大宮勇雄 ・ 鈴木佐喜子訳 『保
育の場で子どもの学びをアセスメ ントする: 「学びの
物語」 アプローチの理論と実践』 ひとなる書房, 2013 
年 , 50-53頁。 拙稿 「保育における評価と してのラー
ニ ング ・ ス ト ーリ ー ラ ーニ ング ・ ス ト ーリ ーに見 る
子どもの心の動きと保育者の子ども理解一」 『兵庫教
育大学研究紀要』 第46巻, 2015年, 11-20頁。
3 ) 保育 ・ 子育て総合研究機構研究企画委貝会 「 【改訂
版】 保育における 『子どもの育ちと学びの分かち合い』
への招き」 全国私立保育園連盟, 2012年。
4 ) 佐伯胖 「学び合う保育者: テイーム保育における保
育者の成長と学び」 『発達』21巻83号, ミネルヴア書
房, 2000年, 44頁。
5 ) 同上, 44-45頁。
6 ) 小川博久編著 『保育実践に学ぶ』 建 社, 1988年,
277-278頁。 
11  
